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 児童虐待を防止するための 

LINE相談試行事業 

琉球新報 令和 2年 10月 14日（水） 掲載 

沖縄県主催 

こどもこころの 

 

トーク 

 新型コロナウイルスの感染拡大をうけ、子どもたちをとりまく生活環境が激 

変している中、沖縄県は SNS（LINE）を活用した「こども こころの LINE トー
ク」試行事業を実施しました。子どもたちが困りごとや悩みごとを相談できる窓

口を設置することにより、児童虐待の防止及び早期発見を目的としています。
おきなわ CAPセンターが県より受託し、相談対応にあたりました。 

実施は試行期間として 8～10 月の 3 か月間。週 3 回（月・水・土）の
夕方 3 時間で行われ、期間中は小学生から 18歳までの幅広い年代の子ど

も達が、自分自身の心の悩み、友だち関係のこと、家族のことなど様々な相談
に LINE 窓口を 訪れてくれました。 

実施途中、琉球新報にておとな・子どもそれぞれに向けた事業案内の記事
が掲載されましたので紹介します。 

令和 2 年度 
 

 

2020 年 

8 月 1 日から 

10 月 31 日 

実施期間 

ライン 



３ 

友達登録は 

こちらから 

→ 

Twitter
ツ イ ッ タ ー

もやってます 

「こどもこころの LINE トーク」 

または 

@CAPLINE14 で検索ください 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月～3月期も追加開催中 

琉球新報 新小中学生新聞 りゅう PON  

令和 2年 9月 27日（日） 掲載 

1０月末で一旦終了した LINE 相談試行事業でしたが、年末
に再受託することが決まり、1～３月までの追加実施をスタートさ

せました。今回は子ども達のアクセスのしやすさを検討するため
にも昨年実施から曜日も時間帯もずらし、日・火・木の夜 3 時間

で行っています。 
 

皆様方の周りにいらっしゃる小学生～18 歳までのお子さん達
にも、ぜひ「こども こころの LINE相談」をご紹介ください。 


